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■必修領域+選択必修領域+選択領域の3領域セット受講となります。

各クラス

60名

なし

選
択
必
修
領
域

7月25日(水)

4月1日(日)～
（11月最終試験）

　　　　　　　　対面講習
　Ａ　教育相談といじめ･不登校
　Ｂ　学習指導要領とアクティブ･ラーニングの動向

　　　　　　　　通信講習
　Ａ　教育相談といじめ･不登校
　Ｂ　学習指導要領とアクティブ･ラーニングの動向

更新講習受講期間
平成29年2月1日～
平成31年1月31日

平成30年2月1日～
平成32年1月31日

上記修了確認期限までに

満45歳となる者の生年月日
昭和48年4月2日～
昭和49年4月1日

昭和49年4月2日～
昭和50年4月1日

上記修了確認期限までに

満55歳となる者の生年月日
昭和38年4月2日～
昭和39年4月1日

昭和39年4月2日～
昭和40年4月1日

なし

　　　　　　　　修了確認期限
　該当区分 平成31年3月31日 平成32年3月31日

上記修了確認期限までに

満35歳となる者の生年月日
昭和58年4月2日～
昭和59年4月1日

昭和59年4月2日～

選
択
領
域

美術教育
実践研究

対面講習
A～G全7クラス（絵画表現・彫刻・

グラフィックデザイン・テキスタイル・
ガラス・映像表現・

ミュゼオロジーと鑑賞活動）

7月26日(木)～7月27日(金)
（実技）

 7月28日(土)（講義）

各クラス

17名

通信講習
4月1日(日)～

（11月最終試験）

必
修
領
域

教育の
最新事情

対面講習 7月24日(火) 120名

通信講習
4月1日(日)～

（11月最終試験）
なし

領域 講座名 形態 日程 定員

以下ⅰ～ⅲのすべての要件を満たす方

ⅰ 小学校・中学校（美術）・高等学校（美術、工芸）のうち、いずれかの免許状を有する方

（相当する特別支援学校教員含む）

ⅱ 以下のいずれかに該当する方

①現職教員

②教員採用内定者

③教育委員会や学校法人などが作成した臨時任用（または非常勤）教員リストに登載されている者

④過去に教員として勤務した経験のある者

ⅲ -a 《旧免許状所持者》修了確認期限が平成31年3月31日または平成32年3月31日の方

（第9グループまたは第10グループの方）下記表をご確認下さい。

ⅲ -b《新免許状所持者》免許状記載の満了日より2年2ヶ月前の方が対象。

受講資格

＊旧免許状所持者で、上記の年齢該当区分に当てはまらない方でも受講できるケースがありますので、

別途お問合せください。

◎文部科学省ＨＰにて修了確認期限がチェックできます。本年度の受講対象者であるか各自でご確認ください。

http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/koushin/003/index.htm

講習概要
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＊対面講習（選択）は定員制のため、

申込希望のクラスが終了していないか

本学ホームページにてご確認ください！
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ȸᡫ̮講፼؏᪸̲࣏➋ ՃƳƠᲤܭ
ྵˊのᏋʙऴμᑍを通̮ಅでᘍいます。ἘỿἋἚẒૼしいᏋʙऴẓ（ᅶᇌٻ学通̮Ꮛң˟）の学習をờとに、

ἾἯーἚでỊ学ఄᏋのྵ場ầৼảているᛢ᫆ởբ᫆についてᛯẳてờỤい、ẸủをชЪਦݰします。

➏ᢠ৸᪸؏ȸᡫ̮講፼ ՃƳƠܭ
「Ꮛ૾ඥႆ」「᫆ႆ」「ႆ」「ᡲઃႆ」のᵒ᪸؏ẦỤễる「፦ᘐᏋܱោᄂᆮ」μᑍを通̮ಅでᘍいます。

ἘỿἋἚẒ፦ᘐᏋのѣӼẓ（നᔺ፦ᘐٻ学Ј༿ޅ）の学習をờとに、ಅܱោにұしẺ学習ਦݰᚘဒởἾἯーἚをชЪ

ਦݰします。

講፼᩿ݣȸ؏᪸̲࣏➊ ࡇՃ���Ӹᆉܭ
ྵˊのᏋʙऴμᑍをϋܾとして、学ఄᏋのྵ場ầৼảているᛢ᫆ởբ᫆にသॖして、ᵐӸのਃ࢘講ࠖにợる講義を

ᘍいます。ἘỿἋἚẒૼしいᏋʙऴẓ（ᅶᇌٻ学通̮Ꮛң˟）をμӖ講ᎍにʙЭにᣐ˄するỖẦ、講義でỊ࣏要ễ૰

ሁをᣐ˄します。

➎ᢠ৸᪸؏Ტμ�ǯȩǹᲣȸ᩿ݣ講፼ ՃӲǯȩǹ��Ӹܭ
ƓဎᡂƷᨥƴŴ᳸᳁ǯȩǹƷƍƣǕƔǛᢠǜưƍƨƩƖǇƢŵ

ЭҞƷ�ଐ᧓ƸӲǯȩǹƴЎƔǕƨܱ፼ŵࢸҞƷ�ଐƸܱ፼ưܖǜƩᡯ࢟ᙲእǛဃƔƠƨᏋᚘဒƷ˺ǛႸ

ƱƠƯžᏋ૾ඥႆſž᫆ႆſžႆſžᡲઃႆſƴƭƍƯ講፯ǛᘍƍǇƢŵ
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ᦷចѣ

近年、重要性を増す「鑑賞」と、

「造形」コミュニケーションの場であ

る「展示」について、ミュゼオロジー

（博物館学）を参照し、講義と演習

を通して学びます。
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映像表現

ᏯϋにූẦốỶἳージを᧓᠆

ɥに造形する「Ỵニἳーション」の

ܱ習です。࣏要ễのỊٻのዋ

を੨ẨまẪるॖഒのỚ。ዻᨼἏἧἚ

のჷᜤኺ᬴Ịɧ要です。

➌ᢠ৸᪸̲࣏؏ᲢȷǯȩǹᲣȸ᩿ݣ講፼ ࡇՃӲǯȩǹ��Ӹᆉܭ
ƓဎᡂƷᨥƴŴǯȩǹǇƨƸǯȩǹƷƲƪǒƔǛᢠǜưƍƨƩƖǇƢŵ

➍ᢠ৸᪸̲࣏؏ᲢȷǯȩǹᲣȸᡫ̮講፼ ՃƳƠܭ
ƓဎᡂƷᨥƴŴǯȩǹǇƨƸǯȩǹƷƲƪǒƔǛᢠǜưƍƨƩƖǇƢŵ









ྵᘍƷܖ፼ਦݰᙲ᪸ƱોᚖƷѣӼǛ៊ǇƑŴཎƴǢǯ

ȆǣȖȷȩȸȋȳǰƱᡯ࢟ȯȸǯǷȧȃȗƷѣӼƴද

ႸƠƨϋܾưƢŵȆǭǹȈƱƠƯƀૼƠƍᏋʙऴƁ

Ტᅶᇌܖٻᡫ̮Ꮛң˟ᲣƱƀᡯ࢟ȯȸǯǷȧȃȗλ
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ƋǔƍơǊƱɧႇఄǛໜƴᛯơǇƢŵȆǭǹȈƱƠ

ƯƀૼƠƍᏋʙऴƁᲢᅶᇌܖٻᡫ̮Ꮛң˟ᲣƱƀૼ

ƠƍᏋႻᛩᛯƁᲢനᔺ፦ᘐܖٻЈ༿ޅᲣǛμՃƴ

ᣐ˄ƠǇƢŵ�

ᏋႻᛩといẳỜὉɧႇఄ 学習ਦݰ要᪸とỴἁἘỵἨὉἻーニンἂのѣӼ

ᏋႻᛩといẳỜὉɧႇఄ 学習ਦݰ要᪸とỴἁἘỵἨὉἻーニンἂのѣӼ

ᏋႻᛩのあụ૾について、Ꮛྵ場のٻẨễᛢ᫆であ

るいẳỜとɧႇఄをໜにしẺᛢ᫆をชЪਦݰします。Ἐ

ỿἋἚとしてẒૼしいᏋʙऴẓ（ᅶᇌٻ学通̮Ꮛң ）˟

とẒૼしいᏋႻᛩᛯẓ（നᔺ፦ᘐٻ学Ј༿ޅ）をμՃ

にᣐ˄します。 

ྵᘍの学習ਦݰ要᪸とોᚖのѣӼを៊まả、ཎにỴἁἘ

ỵἨὉἻーニンἂと造形ὁーἁショἕἩのѣӼにදႸしẺᛢ

᫆をชЪਦݰします。ἘỿἋἚとしてẒૼしいᏋʙऴẓ

（ᅶᇌٻ学通̮Ꮛң˟）とẒ造形ὁーἁショἕἩλᧉẓ

（നᔺ፦ᘐٻ学Ј༿ޅ）をμՃにᣐ˄します。 
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《コース変更》　コース変更期限は、5月31日(木)当日までとなっております。以降は受付いたしません。

＊　選択領域の対面講習クラスのご変更は、募集を締切っていないクラスのみになります。

＊受講許可通知にご自身の受講番号が明記されています。必ずご確認ください。
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ਃ࢘講師

選
択
領
域

ᤠங ኝ܇ 5W\WMi�,WPMQ ȆǭǹǿǤȫ
ᅹϱܖಅȇǶǤȳᑸ

ᧉЎ?ȆǭǹǿǤȫǢȸȈȷȇǶǤȳƴƓƚǔᘙྵᄂᆮݦ=

žᇹ�ׅ࠰�� ᨥȆǭǹǿǤȫǳȳȚȆǣǷȧȳÞ���ʮᣃ�ſ২

ᘐចӖចŴ࠰��ž್ාƴƗǘƍࡈſ�ȷ�᨞țȸȫțȯǤǨ ǿȚ

ǹȈȪȸС˺Ŵ࠰���� ߸ȕǡǤȐȸǢȸȈȈȪǨȳȊȸȬ
ɶ

ૠٶޒȷǰȫȸȗޒưƷ̾ٳϋƦƷ˂Ŵ�

ႉჽ ࡻ 5hiTCiUhi /C[WOi ȆǭǹǿǤȫ
ᅹཎК講師ܖಅȇǶǤȳᑸ

ᧉЎ?ྵˊӐᅢȷƦƜƔǒဃǇǕǔǢȸȈݦ=

ſޒžᇹ��ׅ᩷࠰��ᐫចӖចŴٻѦٳſޒžᇹ��ׅ᩷࠰��

᩷ٻចӖច

ƦƷ˂ӖចȷޒᅆሁŴಮŷƳئư

ٻ ̢ʚ 1OWTC 5hWPLi�Ǭȩǹ
ᅹܖಅȇǶǤȳᑸ

ᄂᆮ࢟ᧉЎ?ǬȩǹƴƓƚǔᡯݦ=

ž&GUiIP�%GPVTG�QH�.QPFQPſǬȩǹᢿᧉȇǶǤȳចӖចŴ࠰��

ចӖចŴٻſޒžᇹ�ׅྵˊǬȩǹƷ፦࠰��

࠰�� +PVGTPCViQPCN )NCUU 5[ORQUiWO ���� ਔࢳС˺
ȁǧ

ǳ�Ŵ2࠰����iNEhWEM )NCUU 5EhQQN 5GUUiQP�ž/CVGTiCNiV[ſ

講師 ૠٶሁޒȷǰȫȸȗޒ̾

Ꮵ ࣋ 9CMi[C 6QTW Цࢤ
σᡫخࢤᄂᆮܴ

ЦࢤᧉЎ᳗ݦ᳕

ɼƳǳȬǯǷȧȳƱƠƯݱࠊݱෞ᧸ፙŴ൶ৎ߷ғࢫŴ

̮ຜȇȃǵȳŴ᧵ᅕဍئྶט܇ ૠٶޒ̾˂

ആʟ� ƔƑư�5CMWTCi� -CGFG� Цࢤ
σᡫخࢤᄂᆮܴ非常勤講師

ЦࢤᧉЎ᳗ݦ᳕

ஙǍȆȩǳȃǿǛእƱƠƨࢤЦ˺ԼǛС˺ŵ࠰��ƔǒǮȣȩ

ȪȸƤƍǄƏưƷ̾ޒǛȡǤȳƴ࠰��˱ʁࠊᇌᡈˊ፦ᘐŴ

ଐஜɤឭஜࡃŴឭڸࢸஊǢȸȈȈȪǨȳȊȸȬŴ˂ư˺Լႆ

ᘙ

ஜޛ ᩹ʁ ;COCOQVQ ;CUWhiUC ዋဒᘙྵ
σᡫዋဒᄂᆮܴ

ᧉЎ?ዋဒݦ=

ྵˊƷཋឋǍऴإƳƲƷžᝅƔƞſƴݣƢǔӒբᜧƱƠƯŴችᅕ

ႎƴǋᎹ˳ႎƴǋžᝅƔſưƋƬƨưƋǖƏҾИƷˊƷऴǛ

˺ԼŴǪȖǸǧưС˺᩿

ɼ˳፦ᘐң˟˟ՃŴଐஜ፦ᘐܼᡲႱ˟Ճ

ૠٶƴƯС˺ႆᘙޒȷ˖ဒޒ̾

᱅ק ٽס -WTQUCMC -GiVC ପᘙྵ
ପܖᅹ

ᧉЎ?ǢȋȡȸǷȧȳݦ=

ᤲᇿဒƷඥưž&+4�'0�)4';ſƷȟȥȸǸȃǯȓȇǪሁǛੑ

ƚǔŵǢȌǷȸᨥǢȋȡȸǷȧȳପဒᅛƸơǊಮŷƳପᅛư

ӖចŵИƷᧈዻǢȋȡȸǷȧȳପဒƀዯ1-�+14&+/�܇ƁᲢ����Უ

Ƹɭမ��Ɣˌɥưɥପŵ

ұᐻƴǑǔȩǤȖȉȭȸǤȳǰƷѣǋᘍƬƯƍǔŵ

Ҿဋ ී *CTCFC�*iTQUhi ପᘙྵ
ପܖᅹ非常勤講師

ᧉЎ?ǢȋȡȸǷȧȳݦ=

ՠಅǢȋȡȸǷȧȳȷ࠼ԓȷପ᪦٣С˺ȷȆȸȞȑȸǯƳƲƷ

ˁʙƷͯǒ̾ʴ˺ԼƷС˺ǛዓƚǔŵȕȩȳǹȷǫȊȀȷȉǤ

ȄȷǹǤǹȷȁǧǳȷǤǮȪǹȷ҅ʮȷᬐลƳƲ��ǫƷପဒᅛ

ưɥପŵᡈ࠰ƸȆȬȓிʮኒžƾǔƞƱϐဃଐஜƷଥƹƳƠſư

��ஜƷЈȷ፦ᘐሁǛਃ࢘

ႉʟ ݵ 5hiTCi ;QUhihiUC ǰȩȕǣȃǯȇǶǤȳ
ᙻᙾˡᢋȇǶǤȳܖᅹ

ᧉЎ?ǿǤȝǰȩȕǣӏƼȖȃǯȇǶǤȳݦ=
ȇǶǤȳȯȸǯᲴ᳸࠰�� ȇǶǤȳᛏžǢǤȇǢſŴ࠰��ƀ6QM[Q�6&%�

8QN���ƁŴ࠰��ƀ್ࣙރЩμᘺࠟᨼƁŴ࠰�� IIIžȤȳȷȁȒȧȫȈſ

ᨥǿǤȝǰȩȕǣȷȓǨȳȊȸȬſЈԼȷǹžǽǦȫ࠰��Ŵ��ȷޒ

ȔȸǫȸŴ࠰�� ᇹ���ׅȇǶǤȳǮȣȩȪȸ����žஜƷჷƱ፦Ʒ᪸؏

81.����ႉʟݵƷˁʙſޒŴ��ȷ��ȷ࠰��ƀிʮ6&%ចƁǲǹȈݙ௹Ճ

னɦ ؉Ӯ 5WIiUhiVC�,QLi ǰȩȕǣȃǯȇǶǤȳ
ᙻᙾˡᢋȇǶǤȳܖᅹ�ȇǶǤȳऴܖإᅹ非常勤講師

ᧉЎ᳗ǰȩȕǣȃǯȇǶǤȳӏƼǿǤȝǰȩȕǣݦ᳕
ɼƳȇǶǤȳȯȸǯᲴࡈԧήȓǸȥǢȫǢǤȇȳȆǣȆǣ

žᓌʟൽޒſžౕɤྞƷޒࡊſžྫྷྚƷȨȸȭȃȑࢢဒޒſƳƲ፦

ᘐȝǹǿȸȷŵž݈ʚဃᛓႊʚҗ࠰ᚡࣞᅛſȝǹǿȸŴᚡ

ᛏŵƀǿǤȝǰȩȕǣܖ˟ᛏ��������ӭƁ

講ᲴžǵȳǻȪȕ˳Ʒກ්ſžȨȸȭȃȑዋဒƱǿǤȝǰȩȕǣſ

žȭȸȞȳǵȳǻȪȕſሁ

必
修
領
域
・
選
択
必
修
領

˙ி ് +VQ 6CMGUhi

Ꮀᛢᆉ

ȷƍơǊƳƲƷᏋբ᫆ᛯᲣܖᲢᏋՋܖᧉЎ?Ꮛݦ=

ƍơǊƳƲƷᏋբ᫆ƴƭƍƯƷᛯ૨ٶૠŵᢊࣈиᛠஜǍ

師ဇਦݰƷዻᨼۀՃƳƲǛƭƱǊǔŵ

᭗ ᨗɟ 6CMChCUhi ;QiEhi

Ꮀᛢᆉ

ᲣܖᏋŴܪᲢܖᧉЎ?ଐஜᏋӪݦ=

πႩᝠׇඥʴᅶᇌܖٻᡫ̮Ꮛң˟ྸʙᧈƱƠƯᡫ̮ᏋƷ୍ӏ

ƴѐǊŴβᚩཞૼ講፼ƷȗȭǰȩȠႆƴƋƨǔŵ

ɥಏ ݎ ,QTCMW�*iTQUhi ዋဒᘙྵ
σᡫዋဒᄂᆮܴ非常勤講師

ᧉЎ?ዋဒݦ=

ʴ᧓ǛԃǊƯƷ࠼ƍॖԛưƷžᐯſƷಮŷƳנǓ૾ǛȆȸȞƴ

˺ԼǛС˺᩿

ૠٶƴС˺ႆᘙ࣎Ǜɶޒȷǰȫȸȗޒ̾
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平成29年度受講申込者の、出身大学・勤務校・
居住地域の区分データです。

ૼᙸ ᨙ 0iiOi 4[W ȟȥǼǪȭǸȸƱᦷចѣ
૨҄ȷܖᑸՃᛢᆉ

ܖᧉЎ?፦ᘐӪƱ፦ᘐݦ=

ЎჄᇌ፦ᘐᧈٻ

ǤǵȠȎǰȁטࡊ፦ᘐܖᑸբŴᓸƴƀǭȥȬȸǿȸƷಊ

ɥᑸᘐకϋƁ
നᔺ፦ᘐܖٻЈ༿ޅ�ሁ

னි ܇࠳ 5WIiWTC�5CEhiMQ ȟȥǼǪȭǸȸƱᦷចѣ
ᑸᘐ૨҄ܖᅹ

ᧉЎ?ȟȥȸǸǢȠƴƓƚǔᏋѣŴཎƴᦷចᏋŴǢȸݦ=

ȈȞȍǸȡȳȈ

࠰�� ᇹ�್ׅාȈȪǨȳȊȸȬᏋȗȭǰȩȠਃ࢘Ŵ��᳸࠰��

ౕ፦ᘐȑȖȪȃǯȗȭǰȩȠǭȥȬȸǿȸŴ��᳸࠰�� ʮᣃᡯ

ȗȭǰȩȠǳȸȇǣȍȸǿȸܖٻᑸᘐ࢟

״ٻ ᠒ס 1VUWDQ�-GiUWMG

Ꮀᛢᆉ

ᑸᏋඥŴᏋ૾ඥᧉЎ?፦ᘐȷݦ=

πᇌɶȷ᭗ሁఄܖǍᇌޓ᧽ܖٻɶȷ᭗ሁఄܖư፦ᘐᏋƴƋƨ

ǓŴྵנƸ፦ᘐᏋܱោᄂᆮƴӕǓኵǉƱƱǋƴŴ

ɶఄܖ፦ᘐᅹᅹዻ̲ƳƲǋਃ࢘ƠƯƍǔŵ

ɤຓ ɟܱ /iUCYC�-C\WOi

Ꮀᛢᆉ

፦ᘐᏋȷᦷច࢟ᧉЎ?ᡯݦ=

Ʊ፦ᘐƷᡲઃӏƼ፦ᘐƷᏋ୍ӏѣƷܱោŴǇƨఄᆔఄܖ

᧓ᡲઃƷಅǍ᫆ႆƳƲƴǋ᧙ǘǔŵ
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参考

出身大学区分 勤務校区分

居住地域区分

武蔵野美術大学 出身

34%

他大学出身

66%

小学校
20%

中学校
29%高等学校

24%

特別支援
8%

内定者・

経験者
19%

北海道
1%

東北
4% 北関東

5%

東京
40%

神奈川
10%

千葉
8%

埼玉
13%

中部東海
6%

近畿中国四国
8%

九州沖縄
5%
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昨年度、本学で対面講習を受講された皆様の、

受講後のご感想です。

昨年度、本学で対面講習を受講された皆様の、

受講後のご感想です。

私は通信制高校の非常勤講師や大学の講師をしながら作家活動をしています。絵画を専門にしていますが、

今回はメイン指導が現代美術の一線で活躍されている黒川弘毅教授、伊藤誠教授ということに興味があり彫

刻を受講しました。彫刻Ｂ「静物の表現」の課題内容は芸術の本質を突くような刺激的なものでした。

制作は俳句という言葉から想像力を働かせ、彫刻とは何か？作者とは何か？作品とは何か？という命題に

立ち向かうべく自分と向き合う濃厚な時間でした。こうして文章で書くと抽象的になってしまいますが、もちろん、

素材や媒体について、モデリング、キャスティング、カーヴィングといった彫刻の技法についてもしっかりとした

指導があり作業時間が足りなく感じる充実ぶりでした。

至らないため完成した作品に満足したかは別として、私の今後の創作に影響を及ぼすことは間違いないと

言い切れる夏の出来事でした。

佐藤 克久 さん （科学技術学園高等学校ほか 講師）

【平成29年度 彫刻クラスⅠコース 受講】

絵画表現クラスでは、巨大な樹根のデッサンを行いました。受講前は、絵画専攻でない自分が、大きな木の

根を観察し、描くことができるか不安もありました。実際に描き始めると、先生方のアドバイスを受けながら、

深く集中する時間をもつことができました。静けさの中で、ゆっくりと対象物と向き合う時間は、自分との対話

の時間でもありました。表現とは、どのように対象物と向き合うか、見方考え方が大切で、上手下手ではなく、

情熱なのだと思いました。

合評では、他の受講生さんの真摯な想いを聴き感動で胸が熱くなりました。また、休憩時間を使い図書館

やギャラリーの見学もできました。

今回、武蔵野美術大学がコミュニティに発信している活動やギャラリーの企画展を見て、武蔵野美術大学に

は人間や芸術を愛する哲学があると感じました。武蔵野美術大学で受講し本当に良かったです。

ありがとうございました。

元松 加代子 さん （北九州中央高等学園 教諭）

【平成29年度 絵画表現クラスⅡコース 受講】

これまで活字書体に関する知識や、文字を組むという行為について学ぶ機会が少なく、私自身も会議書類

が読みづらいと読む気になれない所もあり、更新講習では活字書体や組版について学び、生徒に教えるため

だけではなく、自分自身の配布物の情報伝達性を向上させたいと思い受講しました。

講習は講義と実技の2部構成で、講義は様々な活字書体の歴史＆製作者の考えや想いをインプット、実技

は講義で学んだことを活かしポスター制作のアウトプット。先生方からの的確なアドバイスの中から書体の特

性や組み方を工夫することで、紙面に「見たい・読みたい気持ち」をデザインするのだと学びました。

学び直す機会・学びを共にする仲間との出会いが、自分にまた新しいモノが流れ込んでくる感動を思い出し

ました。武蔵野美術大学最高です！

佐野 文哉 さん （東京都立八王子桑志高等学校 教諭）

【平成29年度 グラフィックデザインクラスⅠコース 受講】
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ガラスクラスでは、与えられたテーマ「光」をもとに、自分なりに表現するとともに、ガラスの接合方法や道具

の扱い方を学んだ。学校現場にいると、「表現しようとする生徒を見守る側」となり、純粋に「表現する側」に立

つ機会が少なくなる。授業を受けて一番に感じたのは、授業者であった自分を客観的に見つめることができた

ことである。制作に集中するために制作前の道具や導入で仕掛けを用意しておくこと、生徒一人一人に対して

の声かけは常に机間巡視をしなければできないこと、講評で大切にすべきは表現するに至った思考過程であ

ること、これらを実感することができた。

今回の講習で感じたことを、今後の授業や教育活動に生かしていきたい。

濱 夏子 さん （目黒区立東山中学校 教諭）

【平成29年度 ガラスクラスⅠコース 受講】

大学を卒業して約10年、忙しい日に追われ、ものをつくることから遠ざかってしまった自分にとって、

武蔵野美術大学での免許状更新講習はとても有意義に思い、受講することにした。どの実技講習も魅力的

ですごく迷ったが「ミュゼオロジーと鑑賞活動」を選択した。今まで鑑賞についてきちんと学ぶ機会がなく、ま

た小学校での実践ですぐに学んだことを生かせそうだと思ったからだ。

杉浦幸子先生の美術館での授業は、美術館での鑑賞活動の可能性を大いに感じ、自分だったらどうする

か、どの学年で、どんな発問をするか・・・と常に実践をイメージし受講することができた。

新見隆先生の授業では、作家、作品を心底想い、考え、感じたモノを扱うこと、空間をつくることを学んだ。

ファシリテーターとして、キュレーターとして、新たな視点で芸術に関わることができた。また、これからの子

供達に問われるコミュニケーション能力と鑑賞活動の関連性についても知る機会になった。刺激的で貴重な

５日間、免許とともに芸術への想いも更新できた。ありがとうございました。

近藤 真琴 さん （東京都八王子市立高倉小学校 教諭）

【平成29年度 ミュゼオロジーと鑑賞活動クラスⅠコース 受講】

私は小学校の担任で以前から図工に興味があったので、免許状更新講習を美大で受けることにしました。

図書館、美術館、校舎・・・と素敵なデザインの環境の中での５日間は、いろいろな発見や刺激もあり、素晴ら

しいものでした。

必修、選択必修では、充実した資料を使っての熱心な講義。途中途中に図工美術に関するアクティビティも

入り、周りの人たちと協力して楽しく学ぶことができました。

実技ではテキスタイルを選択し、２日間友禅染に取り組みました。導入では、誰でも気軽に取り組めるように

図案の決め方が工夫されており、緊張していた心もすぐに和みました。それから１つ１つの工程について先生

方から丁寧にご指導いただきました。工房で友禅染とじっくり向き合い過ごした２日間は、宝物のような素敵な

時間でした。

椎名 倫子 さん （品川区立延山小学校 主任教諭）

【平成29年度 テキスタイルクラスⅠコース 受講】

パソコンが苦手な私に、アニメーションがつくれるのか不安でしたが、先生方の親切丁寧なご指導のおかげ

で、作品を仕上げることができました。描く情熱があれば大丈夫とのお話があり、一生懸命原画を描きました。

久しぶりに作品づくりに没頭できる幸せな時間を過ごしました。生まれて初めて自分の描いた絵が画面のな

かで動くのを見たとき、今までに味わったことのない不思議な昂揚感があり、衝撃的な感動を味わいました。

作品の上映会において、黒坂先生、原田先生からのあたたかい講評とともに、「ムサビ魂｣のお話があり大

変感銘を受けました。

武蔵野美術大学を卒業して２０年後に、また新たに、楽しく素晴らしい武蔵野美術大学の思い出ができまし

た。「ムサビ魂」の灯火を、子供たちに伝えていけるよう一生懸命精進していきたいです。先生方はじめ、武蔵

野美術大学の皆さま、本当にありがとうございました。

鈴木 泰範 さん （横浜市立飯島中学校 教諭）

【平成29年度 映像表現クラスⅠコース 受講】
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お問合せ先
武蔵野美術大学 更新講習係 0422-22-8562

〒180-8566 東京都武蔵野市吉祥寺東町3-3-7

FAX 0422-22-8060 E-mail cc-koshin@musabi.ac.jp




